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凡例

1 発掘調査及び出土遺物等整理業務は、『財団法人和歌山県文化財センター発掘調査マニュアル頃；

礎編）』 (2006年4月）に準拠して行った。

2 追楷実測図及び地区割の基準線は、平面直角座標系第W系（世界測地系）に基づき、値はm単位で

使用している。また、図面に示した北方位は、座標北を示す。

3 遺構実測図の基準高は、東京湾標準潮位 (T.P. +)表示である。

4 発掘調査及び整理作業で使用した調査コードは、以下のとおりである。

07-12・55 (2007年度一橋本市・神野々 I追跡）

09-12•55 (2009年度一橋本市・神野々 I選跡）

出土追物 ・記録賓料の整理に当って、全て上記の調査コードを使用している。

5 地区割の詳細については、本文の第m章第3節に記述する。

6 遺構番号と遺物番号は、調査時毎 (2007年度及び2009年度）に1番からの通し番号とし、遺構番号

には必要に応じて末尾に種類（性格）を付しteo

例 ：1水溜め迪構、 173竪穴建物・ ・・ ・

7 本書の遺構・土層実測図は、特に縮尺を統一していないが、各々に明示している。図の表現で、遺構、

任意掘削 ・掘り残し、撹乱でケバの表現を各々変えている。

ケバ表現 II I I 了了 了了
遺構 任意掘削・掘り残し 撹乱

8 遺物番号は、本文・実測図 ・写真図版において一致する。

9 遺物実測図の縮尺は、原則として1/3で、それ以外の場合は必要に応じて縮尺を明示している。

遺物写真の縮尺は、特に統一していない。

10 調査時の土層の色調・土嬢の粒径区分及び出土遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局

監修、財団法人日本色彩研究所色票監修 小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』 (2000年版）

を使用した3

環名で2疇以上の記載のある場合は、前者が主体で、後者が副になることを示す。















第II章神野々 I遺跡の歴史的環境

第1節地理的環境

神野々 I迫跡（圏1の橋本市55)は、和歌山県橋本市神野々に所在し、紀の川河口から約40血遡っ

た右岸に位置する。従来、弥生時代から中世にかけての選物散布地として知られていた。古代には紀伊

国伊都郡村主郷、中世には裔野山領官省符荘紺野村に属し、近世には伊都郡官省符荘神野々村と呼ばれ

ていた地域である。

神野々 I遺跡は、和泉山脈を後背に控えた紀の川の北岸に形成された標高87"'93 m前後の低位段丘

上に位置する。遺跡の東側は、紀の川へ注ぐ吉原川の開析によって比高10m以上の深い谷が形成されて

おり、西側にも浅い谷が存在したことが確認されている。現在は、神野々廃寺（市42)の東方で西流す

る紀の川が大きく南へ蛇行し、河岸段丘に沿って張り出す平地が形成されているが、寺院跡の南約200m、

吉原川の東側に紀の川の旧堤防の痕跡を確認することができる。

また、この吉原川以西から旧高野口町へ広がる紀の川北岸には応其条里とよばれる良好な条里型地割

が遺存していることから、本来紀の川は河岸段丘に沿ってほぼ真っ直ぐ西流していたと考えられる。紀

の川北岸は和泉山脈の南縁であり、南岸は紀伊山地の北縁にあたる竜門山脈である。両岸の山脈は並走

してその間に紀の川河谷が形成され、低位段丘上に多くの遺跡が分布している。

第2節 歴史的環境（遺跡番号の数字は、橋本市は 「市」、旧高野口町は「町」を冠して表現する）

紀の川流域は、大和に都が置かれていた時代、大和から紀伊を経て淡路に至る南海道が通じていた。

伊都郡、那賀郡を経由して名草郡に至り賀太から淡路へ渡る沿道には、神野々廃寺をはじめ佐野廃寺（伊

都郡かつらぎ町）、西国分廃寺侮｝出市西国分）、上野廃寺（和歌山市上野）など7世紀後半に創建され

た10箇寺と紀伊国分寺、国府や萩原、名草、賀

太の各駅家が点在しており、古代における主要

交通路であった。平安京に都が移り官道として

の機能を失った後には、大和の社寺参詣のため

の大和街道、あるいは伊勢神宮に参詣するため

の伊勢街道と呼ばれてきた

周辺の遺跡としては、紀の川北岸では縄文時

代から古墳時代にかけての市脇遺跡（市23)、弥

生時代の柏原遺跡（市48:写真1)・東家遺跡

（市74)、名古曽 I・Il・III遺跡（旧高野口町5.

.L". 

写真1 柏原迫跡の方形周溝墓群（北東から）

6・10)などの集落遺跡、奈良時代から中世にかけての遺物散布地である神野々rr遺跡（市56)がある。

また、名古曽 I. 田迫跡、高尾遺跡（町9)では搬入品を含む弥生時代中期の土器、神野々廃寺（市

42)の瓦窯である山田瓦窯跡（市34)では弥生時代後期の土器が、神野々廃寺でも中期弥生土器が出土

している。そして、丁ノ町・妙寺遺跡（かつらぎ町丁ノ町・妙寺）では縄文時代後期 ・弥生時代中期か

ら中世にかけての遺構・遺物が数多く検出されている。
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これらの遺跡が位置している中位段丘から低位段丘上には古墳が点在しており、なかでも陵山古墳（市

20)は5世紀後半に築造された周壕をめぐらし割石積みの横穴式石室をもつ円墳である。群集墳として

は市脇古墳群（市29)、市脇東膳那古墳群（市58)、仏性寺古墳群（市33)があり、これを除けば応其；古

墳（町7)、神野々古墳（市36)、東家古墳（市26)、堂の浦古墳（市32)、八幡宮古墳（市7)などいず

れも群を構成しない横穴式石室をもつ円墳であ

る。 一方紀の川南岸では弥生時代の上田遺跡（市

17)、学文路I・II遺跡 （市40・39)が確認され

ているのみで、遺跡の数は少ない状況となる。

奈良時代には、調査地の南方約200nに神野々

廃寺、神野々廃寺の西方約1.2kmには名古曽廃寺

（町4)、東北東方3.5kmに古佐田遺跡（市21)、

そして西方約8.5kmに佐野廃寺（かつらぎ町佐野）

の4箇寺が建立され、紀伊国における造営寺院

の一密集地域を形成している。また、名古曽廃

寺の北東方の丘陵斜面には、応其条里を前面に

見渡せる位置に三彩蔵骨器（写真2)の出土で

知られる名古曽墳墓（町3)が所在する。 写真2 名古曽墳墓出土の藤骨器

また、中近世においてこの地域一帯は、高野山領官省符荘の地であったことから、荘園に閑連した条

里型地割の景観が良好に遺存している地域でもある。このことから、当地域には往時の条里型地割の土

地利用を反映したIド芋名が良好に造存している（図 34• 35)。

このように、神野々 I遺跡の周辺部は、縄文時代から現在に繋がる紀の川中流域東部の中心的な地域

の一つであったと言える。また、紀の川に並走する古代の南海道や中近世の街道・河川交通路によって、

現在に至っても奈良県（大和盆地）や大阪府（南河内 ・河内）と密接かつ重要な関係を保ってきたi膨或

と言える。

第 3節神野々廃寺の調査（図2・35、写真3)

ここでは、神野々 I遺跡と密接に関係する神野々廃寺の範囲確認調査について、経過と成果の概略を

記述しておく。神野々廃寺の発掘調査は、国庫

補助事業として昭和51年度、同56年度・同57

年度にわたる3次の調査が実施された。

神野々 I迫跡に近接する神野々廃寺では、南

側約200mに塔跡だけが残るのみで、寺院伽藍

を構成した他の主要な金堂・講堂・中門などの

堂宇については明らかではなく、過去に埠仏、

あるいは軒平瓦・軒丸瓦などの造物が採取され

ていた程度である。そのため、昭和50(1975)年

代に至って塔跡周辺の開発が急速に進展し、早

急に神野々廃寺の伽藍配置を明らかにするとと
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写真3 神野々廃寺塔心礎（南から）



図2 調査位置と区画割 (lOOm区画）
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第rn章発掘調査の方法と成果

本事業は、県道山田岸上線の道路改良工事に伴って発掘調査を実施した。平成19年度 ・同21年度の

対象地区は、橋本市神野々字竹之垣内526-1番地・530番地・531番地、下長尾573-2番地等に位置

する。また、北側はI」字 「東竹鼻」、西側は「西竹鼻」、南側は 「下長尾」と称されている。調査地は、『和

歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』 (2007年（平成19年）発行 和歌山県教育委員会）では、神野々 I

遺跡の範囲内にあたる。

平成19年度の調査は、既に着手施工されている「紀伊山田 ・高野口間岸上架道橋新設」工事の進入路

確保のため対象地を2分割して実施した。平成21年度の調査では、隣接する店舗への進入路確保のため、

調査区を南北に3分割して実施した。盛士 ・表土層・耕作土、中近世に係る耕作士等は重機で掘削．

排土し、弥生時代後期から奈良時代の遺物を包含する堆積層及び遺構は人力で掘削を行った。掘削作業

と併行して、遺構の実測及び写真撮影を実施し、調査記録を作成したまた、発掘調査と併行して出土

遺物の洗浄作業等を主とした応急整理作業を行った。

調査地の遺構圏面作成等のため、既存の公共基準点から3級基準点を設置し、各調査地内に4級基準

点を設置した）また、ラジコンヘリコプターを使用して調査地全体の写真撮影を実施した。

第 1節調査現場の記録作業

神野々 I遺跡の調査に伴い、下記に示す記録作業を行った。

1 写真撮影作業

翫強表保存としての写真撮影作業は、中判カメラ (6X 7判：白黒フィルム ・カラーポジフィルム） ・小

判カメラ (35皿判：白黒フィルム・カラーポジフィルム） . ,j吾野兌ジタルカメラにより、主に発掘調査の

状況、検出迫構・遺物の出土状況、断面土層等を撮影した。また、速攻性に優れた,j哩！デジタルカメラ

により作業伏況や作業工程をメモ用の記録画像として撮影している。これは、従来の1J申jカメラ 35皿判

でのカラーネガフィルムの代替で、メモ記録としては非常に有効な手段である。

2 実測圏作成作業（写真4)

記録保存としての実測図作成作業は、各遺

構面の検出遺構の遺楷位置全体図（縮尺=1/

100)・全体の遺構平面実測図（縮尺=1/20 or 

1/50)・個別遺構や遺物の出土状況図（縮尺＝

1 /10 or 1 /20)・個別遺構の断面土屈図（縮

尺=1/20)を作成した。

また、調査地区の遺存状態の良好な壁面に対

して断面土層図（縮尺=1/20)などを記録とし

て作成しt~

3 航空写真撮影 ・基準点測量（写真5)

写真4 2007-Il区 1水溜め遺構図面作成（西から）

＿，＿ 



今次の調査地の遺構図面作成や遺物の取上げ

等のため、既設の公共基準点を利用して3級基

準点 (3 -1 、補助点S1•3 -1A•3- 1B)

を設置し、国土座標第V1系（世界測地系）によ

り各地区内に4級基準点を設置した。併せて、

4級基準点にも水準測量を行っている。

発掘調査により検出した遺構は、ラジコンヘ

リコプターで調査地全体の航空写真撮影を行っ

た。基準点の設慨と撮影作業を併せて、第1次

発掘調査では、「平成19年度神野々 I遮跡発

掘調査に伴う航空写真撮影・基準点測最」として、
写真5 2007 -II区航空写真撮影

第2次発掘調査では、「平成21年度神野々 I遺跡発掘調査に伴う航空写真撮影・基準点測量」の委託

事業名で、専門業者（株式会社南紀航測センター）に委託して実施した。今次の調査では、確認調査

の結果を受けて、迫構密度が低いと判断されていたため航空写真測量は実施していない。

第2節 出土遺物等資料の整理

1 出土遺物応急撒理等

応急整理作業（写真6)

出土遺物については、調査の進捗に伴い、調

査方法の判断資料として時期決定を行い、調査

を円滑に進めていく必要があるため、また、現

地公開 ・説明会において公開する目的をもって、

調査現場の監督員詰所において出土遺物の一部

について応急的な洗浄作業を実施した。

また、出土選物の総体的な把握と調査報告書

作成までの収納・管理を目的とした出土遺物登

写真6

録台帳の作成作業を行い、ほぼ全てを完了した。しかし、出土遺物の詳細な内容登録までは行っていない。

2007 -Il区A段 1水溜め遺構（写真7、写真図版8)

1水溜め遼構については、立地と構造上から

鎌倉時代の水洗トイレの可能性が考えられるが、

検出追構のみでは俄かに判断がつき難いため、造

跡での古環境やトイレ状遺構に関して造詣の深い

金原正明氏（国立大学法人奈良教育大学教育学

部准教授）に調査現地において指海を賜った。金

原氏も検出追構のみでは判断し難いため、1水溜

め遺構に関する堆積土壌を採取して持ち帰り、寄

生虫卵の分析及び微化石分析を行って頂けること

になっteo
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写真7 1水溜め遺構についての調査指導



2 出土遺物等整理業務

調査で出土した遺物は、応急的な整理のみであったため、調査報告書作成に伴い一連の整理作業を行

うと共に、遺構図面・追構写真などの調査資料の整理を行い、資料登録台帳などを作成した。

出土追物は、通常の追物収納コンテナ (28Q)

にして55箱と遺物収納コンテナに収納できない

水溜め遺構の曲物 ・側板材・側板石等である。

出土遺物の整理は、『財団法人和歌山県文化財セ

ンター発掘調査マニュアル（基礎編）』に準拠

して、全迪物を対象に台帳登録数量化・遺物

洗浄 ・造物の調査コードと出土遺物登録番号

の注記（写真8)・遣物破片点数等の集計（表

3)・接合作業（写真9) を行った。

これらの作業を経た主要遺物を対象に、迫物

充填材等による補強・復元（写真10)・遺物実

測（写真12・13)・実測遺物台帳登録・金属製品

の錆取り（写真11)・実測図トレース ・トレー

スレイアウト ・遺物実測図の整理・遺物写真撮

影・遺物写真の整理、集計登録データ等入力（写

真 16)を行った）さらにこれらの選物の中から、

各々の遺構 ・整地土・堆積層の時代・性格の理

解に必要と思われる主要なものを抽出して調査

報告書に掲載する図面原稿を作成した。

遺構図面の整理は、台帳登録・報告書用図面

等の作圏・図面デジタルトレース（レイアウト）

（写真14)を行い、調査報告書に掲載する図面原

稿を作成した。

遺構写真・遺物写真撮影の整理は全写真を対

象に、アルバム収納（写真15)・登録番号の記載

作業を行った。これらの中から、主要な遺構の

調査状況の写真及び迫物写真を抽出してレイア

ウトし、調査報告書に掲載する写真図版原稿を

作成した3

登録台帳データ入力作業 ・遺物整理・調査報

告書作成に伴う諸作業について、短期雇用賃金

職員の整理補助員 ・整理作業員が担当した。

-：
;‘ 
ン包
A 

写真8 遺物（土器）への登録コード注記

写真9 遺物の接合

写真10 造物充坑材による補強・復元

なお、出土遺物登録に伴う遺物破片点数の数量化は、全ての遺物について大凡の時代と主要となる土

器類 • その他の遺物に分けて作業を進めた。土器の種類 ・ 器種は、矛盾のない程度に簡素化した。

-11-



また、出土遺物等整理業務において、木製品の内、下駄1点 ・曲物底板1点 ・建物柱材1点は水漬け

のまま、水溜め遺構の曲物1点・側板1点は実測・写真撮影後に時間をかけて自然乾燥させている。

これらの作業によって纏められた調査成果は、『神野々 I遺跡一県道山田岸上線道路改良工事に伴う発

掘調査報告書』 2011• 03に掲載した。印刷 ・製本は、 白光印刷株式会社に委託業務として実施した。

なお、発掘調査・出土遺物等整理業務で作成した図面・写真及び台帳等の記録資料は、財団法人和歌

山県文化財センターが、出士遺物は和歌山県教育委員会が各々保管している。

写真11 金属製品の鈎取り

写真13 出土遺物の実測囮作成（弥生土器）

写真15 選柄写真のアルバム収納

＼
 写真12 出土遺物の実測囮作成（須恵器）

，
 畠
写真14 逍構図面デジタルトレース（レイアウト）

写真16 集計登録データ等入力

-12-
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5YR5/8明赤褐色焼成粘→一

7.5YR4/1褐灰色シルト、炭粒0.3~0.5皿少ll'
Aの0.1~0.2on粒微邑
5YR6/6橙色粘土3~5<Jll中L
7.5YR6/4にぶい橙色粘土 I ~2<Jll 

本的に埋土 110)一部に該当する
浮み 3-5⑳、炭化材が上にのる

~ 

｀ 
・・・.-.・.-.・,. •:•":•:•:'•: ::'.'(/i }/¥ ;':¥:::::¥:::::::::::::::::::::::::i:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/::::S¥/ ii :¥ 
高床部（貼り土）

iii' 13 

A' 

T.P o=91.80m 

゜
1:60 2m 

iii 10YR5/l褐灰色細砂ジルト、礫0.5 ~ 1 cm少昼
IOYR3/2黒褐色粒0.5 cm前後多堂

iii'10YR6/1褐灰色細砂シルト、 lOYR4/2灰黄褐色粒0.3 ~ 0. 5 cm多
8 10YR4/l褐灰色細砂シルト、探0.5少醤、 1~2cm微羹
9 IOYR3/I ~ 3/2黒褐色シルト、 礫0.5少嚢、 1~2cm微駐
10 IOYR2/l黒色粘烈シルト、礫0.5 cm微黛 l~3cm微
10'10YR3/2黒褐色シルト、礫0.5 ~ 1 cm中絋
11 10YR2/l黒色~2/2黒褐色シルト、礫o.5 cm少益、 I~3cm微塁、 土器｝打目立つ
11'IOYR3/2晶褐色~3/3暗褐色シルト、礫0.5 cm前後中呈
12 10YR4/l褐灰色細砂シルト、炭粒0.5~l cm中は、焼士塊2~3cm微屈
礫o.3~0.5cm前後中旦

13 5YR5/l褐灰色細砂シルト、礫0.5cm微
14 10YR5/2灰黄褐色細砂シルト、礫0.5~lcm多絋
18 IOYR5/2灰黄褐色~IOYR5/3にぶい黄褐色細砂シル ト

図8 2007-Il区 173竪穴建物実測図
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TP.~91.70m 

D
 

21 

D 

基盤層iiib

T.P.=91.70m 

e
 

゜
l:40 lm 

（図8のc-c・、D-D・に対応）

11 • IOYR3/2黒褐色～陪褐色シルト、 炭粒0.3-Jcm多景
19 IOYR3/2黒褐色シルト
5YR5/8明赤褐色焼成粘土 1-Zon大多

20 7.5YR5/2灰褐色-4/1褐灰色シルト

21 20に晶盤屈lilb中プロック多塁含む
b 7.5YR4/l褐灰色シルト
7 5YR6/4にぶい橙色枯土 1-Zcm大多預

a SYRS/8明赤褐色焼成粘土
b 7.5YR4/I褐灰色シルト
7.5YR6/4 Iこぶい橙色粘土 1-2.on大多塁

c 7.5YR4/l褐灰色シルト、 5YR5/8明赤褐色焼成粘土多
d 7.5YR4/I褐灰色ジルト
e 5 YR5/3にぶい赤褐色-5/8明赤褐色粘土
f SYR5/3にぶい赤褐色粘土
g IOYR3/2黒褐色シルト
7.5YR6/4にぷい橙色粘士 I-Zan大多量

h 7.SYR4/L褐灰色シルト
5YR4/3にぶい赤褐色シルト大プロック多
5YR4/3にぶい赤褐色シルト
IOYR4/l褐灰色シルト

IOYR6/6明黄褐色シルト（韮盤暦iilb)大ブロック多

医9 2007-II区 173竪穴建物細部断面土層図

形の小溝を確認した（図9)。

竪穴建物の高床部には、随所で赤色化した焼

粘土や粘士焼士塊が利用された貼り土の状態を

検出した。焼粘土の貼り土は、竪穴建物北側の

高床部の段の縁で最も顕著に認められ（写真図

版4-3 • 4)、高床部を構成する盛士に供した

ことが確認できた。裔床部の南辺中央では、床

面が南側に入り込む状態となる。

竪穴建物の構造部材は、焼失により炭化し内

側に倒壊した状況が良好に遺存している。炭化
• •• 7渭「•

部材の大半は、壁からの位置関係や倒壊方向、 写真172W7 -II区 173竪匁囮勿造物出士状況（北から）

幅約5~6cm・ 長さ約20~80cm(復元値を含む）と、平均していることから壁立ちの部材が倒壊した

ものと考えられる。

遺物は、西側及び北側で重複する弥生時代中期中葉～後半の遺構の遺物が混在する（図26)が、床面

中央部において弥生時代終末期（庄内式併行期）の壺（図26-5・6)・高坪が出土している。また、

床面の北西側から炭化部材に埋もれる状態で鉢 (7: 写真 17)が、

南端の焼土上部から鉄製品2点 (8・9)が出土した。鉄製品は、

錆化が著しいが、別個体と思われ、曲刃鎌の可能性が考えられる。

173竪穴建物は、建物の平面構造及び出土造物から弥生時代終

＼
 
A 

末期に帰属する。竪穴建物は、上述したように焼粘士や粘土焼土 ／ 

塊が利用された貼り床の状態にある特殊な構築方法が認められる。

3 1 8 土坑（図 10 • 26、写真18、写真図版13)

318土坑は、 2007-II区中央D段のH4-Q13に位置する。318

土坑は、東西0.9m・ 南北0、96m・深さ 0.32mで、平面形はや

や歪な円形状を呈する。南東側が傾斜地の低い側となり、検出し

た掘り込みも 0.18mと浅くなる。

゜
1如 1m 

A' 

T.l'.=-91.00m 

A~A' 

<:-;: 怒応．智・怒忍;:::象．菟

図10 2007-II区 318土坑実測図

-22-



埋土は、大別 2層に区分でき、基本埋土は

10YR4/l褐灰色細砂混シルトで、基盤層の黄褐

色細砂混シルトの小ブロックを多量含む人為的

埋土と考えられる。造物は、高坪 (10・ 11) を

主体とした細片化の著しい56点の土器が出士し

た。検出当初は、西側に隣接する 315土坑が形状・

埋土から 318土坑に類似し、併存する士坑と思

われたが、 315土坑からは奈良時代の土師器2点・

須 1点が出土した。

1 8 8竪穴建物（図 11・12・26・訂、写真図版5・
写真18 2007 -II区 318・315土坑（北から）

6・ 14・23) 

188竪穴建物は、2007-II区北端F段のH4-k7 • .Q, 7 に位置する。 188 竪穴建物は、 短軸東西約 3. 2
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柱穴2 10YR4/l褐灰色細砂・シルト
IOYR3/2黒褐色粒O.S~lcm中

263区画溝
I IOYR5/I褐灰色~5/2灰黄褐色粗砂・細砂・シルト
戴 .5~lc砂園、2~珈微目
D IOYR4/I褐灰色~4/2灰黄褐色細砂・シルト

188竪穴建物
I IOYRS/1褐灰色細砂・シルト、礫0.3-0.Scm多塁・1~3crn微
2 10YR5/l褐灰色細砂、炭粒0.5~lcm少岱
3 IOYR4/I褐灰色~3/1黒褐色細砂・シルト、礫0.3~0.Scm中1l1・l~Scm微
4 IOYR4/2灰黄褐色~5/1褐灰色細砂・シルト、中央部に近いほど4/2~4/l褐灰色
5 IOYR4/3にぶい黄褐色細砂・シルト

壁溝 6 IOYR4/l褐灰色シルト、2.5Y8/6黄色細砂混シルトをプロック状に含む

{ 7 IOYR3/叫褐色~4/1初灰色細砂シルト威0.3~0.Scm少．ロ・1~3cm証
柱穴I 8 IOYR2/l黙色シルト、礫0.3~0.5rnt少m
9 N5/0灰色シルト(5B6/ll? 灰色ぎみ）、据え石

図 11 2007-II区 188竪穴建物実測図
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m・ 長軸南北約5.0

m・ 深さ約0.15,..._,0.20 

mで、南北に長い長

方形を呈する。壁溝

は、幅約0.15,...._, 0. 20 

m ・ 深さ約 0.05-----

0. lmで途切れ途切れ

ではあるが、南西床

面を除いて認められ

る。主柱穴は、床面

北側中央に位置する

柱穴1のみで、柱材

(W5)が追存してい

た（写真図版6-3)。

柱穴 1では、周辺部

の基盤層が細砂混シ

B

↑
 

S~l訳:-A

芯
t
l
8
1

、11x
E8~6"．J
L
 

上
↓

≪
卜
に

~-=:r--t- I 戸 ~Mこロ
貯蔵穴埋土 IOYR4/I褐灰色シルト、礫0.3~0.5an少

壁溝 IOYR4/I褐灰色シルト 。
1:20 1m 

図 12 2007-II区 188竪穴建物貯蔵穴実測図

ルトであるにもかかわらず柱材が遺存したこと

は、柱を埋め込んだ際の人為的埋土が包含層第

4層に類似した黒褐色粘質土であったことが幸

いしたものと思われる。

床面の東側中央において、短軸南北0.60m・

長軸東西 l.30m・深さ 0.05mの掘り込みの認め

られる焼土遺構を検出した。当初、造り付カマ

ドの可能性を考えて調査に当ったが、浅い窪み

状に掘り込まれた中に多数の粘土焼土塊が認め

られた状態であった。

なお、188竪穴建物は、北東側の平面形の一部

が内側にくぴれて入り込むことから、 2棟の竪穴建物が重複していた可能性もあるため、再度の平面検

写真19 2007-Il区 188竪穴建物壁溝の遠物（西から）

出を行ったが、重複を確認することはできなかった。

遺物は、床面の北西隅の貯蔵穴から土師器の長胴甕 (16・126) 2個体分、須恵器蓋 (19)・甕の体部

大破片 (127)が固まって出土した。また、焼土追構の上部から鉄製品 (25)が出土しt4鉄製品は、錆

化が著しく錆付着時の銀察から鎚の可能性が考えられたが、錆取りを行った結果、和釘状の鉄製品であ

ることが判明した。床面や壁灌 ・堆積埋土からは、奈良時代の土師器坪 (12,..._, 14)・甕 (15・17)、須恵

器坪 (18)・蓋 (20・21)などが出土しt4188竪穴建物は、出土遺物の内、陶邑編年N-2型式の須恵

器坪 ・蓋など平城IIの遮物群を主体とすることから、奈良時代8世紀前葉後半に帰属するものと思われる。

1 8 8竪穴建物内柱穴5 (屈27、写真図版6・14)

188竪穴建物床面の南東隅に位置する。 188竪穴建物床面で検出した壁溝や柱穴4より先行する柱穴で

ある。東西0.4.0m・ 南北0.32m以上 ・深さ 0.30mで、凹面に細かい布目の丸瓦 (22)が出土した，
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るものと考えられる。図化できる遺物は出土し

ていない。

2 5 1 士坑（図 27、写真図版6 • 15) 

251土坑は、2007-II区F段の北端H4-k・Q

7に位置し、 188竪穴建物や188竪穴建物内の柱

穴5に先行する。 平面形は歪な形状を呈し、東

西長4.lOm・南北最大幅2.60m・深さ約0.50

mを測る。

還物は、奈良時代の土師器坪・皿 ・ 高坪 (30) •

鉢．把手付鍋 (26)・甕 (27,.....,29)・ 蛸壺様土器、

須恵器坪B (31 ,.._., 33)・甕など 100点が出土しt.=,,

3 0 0土坑（図 14・

28、写真図版6・15)

300土坑は、 2007-Il 

区D段の中央H4-j・ 

k 12の傾斜地に位置し、

基盤層の粗砂礫層の一部

を掘削する。長軸東西1.80

m以上・短軸南北3.20m・

深さ 0.20m以上で、 歪な

隅円方形状を呈する。

遺物は、奈良時代の土

師器坪・甕14点、須恵器

甕 (43)が43点に破砕し

た状態で出士した。須恵

器甕 (43)は、体部の最

大径42cmで、肩部より上

c ......... ―.-.-.-.-.-.-... ゞ・―.. _._._. .... . ........................ 
= •:•:-:-:•:•:•:•:-:-:-:-:•:•:•:-:-:•:•:•: 盛:：:::::：::::::::：：：：；-:-:-:,:,-,_._._ .. 

--・・・・ ・- gs言ニマ會哀慧需齊言：:翌：：：：:：:：：:，：，：-:-;:,・,-,,._._._. .. , .... " ................. , ご ........ ご .. ご・ご .. ュ......... ユ.............

,.,. ・c-:・:・:・:・:・: ャ・・,・,・"・:・:・:-, ぷ·:·:·:•,:-.-.-.-, · · · --··· ··
300土坑
IOYR4/3にぶい黄褐色~3/3咽褐色細砂

: / D段土層セクションペルト
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位と底部が欠損する。

362土坑墓（図 22 · 27、写真図版 6 • 15) 

362士坑は、 D段のH4-j13の堆積土層観察畔で検出した。長軸東西0.90m・ 短軸南北0.85m • 深

因14 2007-II区 300士坑実測図

さ0.30mで、平面形は隅円長方形を呈する。土坑の上位から完存の須恵器坪B(34) 

42土坑（写真図版7・15)

42土坑は、 II区C段南側H4-n 17、o17・18に位置する。東西4.05m・南北約4.0m・深さ 0.85mで、

歪な形状を呈する。埋土は、10YR4/1褐灰色細砂混シルトを基本に基盤恩の黄褐色細砂混シルトブロッ

クを多量に含んだ人為的埋土である。遺物は、弥生土器95点、奈良時代の土師器6点が出土した。

1点が出土した。
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1 8 7土坑（図 17・29、写真図版5・16)

187士坑は、 2007-II区北端F段のH4-k6に位置し、 186土坑と共に南北に並列する。187土坑は、

186 土坑と同規模で、東西 0.80m• 南北0.68m以上 ・深さ 0.40mで、平面形はやや歪な円形を呈する。

埋土は、基本的に 186土坑と同様である。遺

物は、終末期の弥生士器6点、細片化した鎌倉

剛ャの土師器皿類19点 (47)、瓦器椀類12点 (48・

49)が出土しt.:o

2 4 6土坑（図 17・29、写真21、写真図版

16) 

246土坑は、 2007-II区北側F段のH4-k8 

に位置する。東西1.2m・南北1.12m・ 深さ 0.1

mで、隅円方形ぎみを呈する。埋土は、締まり

のない 10YR4/l褐灰色系細砂混シルトである。

｀ -0.L!!r=A 
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4 4 

I IOYR4/I褐灰色細砂・シルト
7.5YR4/3褐色粒0.3-0.Son多只
炭粒 0.5-1叩少屈
礫0.3-0.Sn少殷、 l-3on微

2 10YR4/I褐灰色細砂・ シルト
IOYR2/3黒褐色粒0.3-0.5cm極多駄
2.5Y4/I鉛灰色ぎみャパサパサ感あり
開0.5-1畑＇少R

3 IOYR4/l褐灰色シルト細砂
炭粒0.5-1叩少
礫0.5-1on微m

4 IOYR4/I褐灰色シルト
粘烈あり、 N4/0灰色-2.SYS/l黄灰色ぎみ
炭粒0.5-I on微只

写真21 2007 -II区 246土坑（北北東から）

A
 ゜

~
 
A
 R
 

＼
 

＼ 2 4 6 土坑 A 

＼
 A'' ゜

315土坑 ＼
 

゜

四 1.20m

A言~A'
::/:i:/fat\\:\//···• 

・～・・ぷ，:.;:;::::::;:::-:-:-:,:.:-

1心 1m

¥
 -

A' 
0 

ユ丹臨0
A~ 
: -:•:·:·:·:•:·:·:•:•::\:t::::::::: 恣翠窓器笠恣::::叉：•安-:-:-:ざ...................

図 17 2007-II区各土坑実測図
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その他、I区F段には、 454土坑（弥生時代後期弥生土器3点、奈良時代土師器1点、不明2点：写

真図版10)、455土坑傍荘え時代土師器2点：写真図版10)、555土坑（写真図版11)などがある。

1 水溜め追構（図 19• 29 ·30、 写真 22 • 23、写真図版8 · 16• 23) 

2007 -II区A・B段の谷地形斜面では、平安時代末～鎌倉時代に土砂が埋積する途中面で水溜めの性

格をもつ遺構（以下、「1水溜め遺構」と呼称する） 1基を検出した。

1水溜め遺構は、遺物包含層第3C層下面において検出した。長軸東西l.95m・ 短軸南北1.15m・ 

深さ 0.70mの掘形に板材・板石や曲物を使用して構築された施設である。 1水溜め遺構は、西側の斜面

地形や遣構の位置する基盤層の粗砂細礫層から絶えず湧水が認められ滞水する。上位層の掘削に当り、

土質の変化が認められ、井戸状落ち • 井戸状造構と呼称した段階で、下駄 (Wl) が出土した。 1 水溜

め遺構と同一追構と考えられるが、水分質を多誠に含んだ土質の中での掘削となったため、その上下位

置を明確にできなかった。

1水溜め遺構は、遺存した部位の検出状況から上部構造と下部構造を、また、平面的に1水溜め遺構

の東側に崩壊した状況にある川原石の一群（写真23)に区別してみることができる。

1水溜め遺構の上部構造は、下部構造の曲物

に食い込む状態で、板材 (W4)・ 板石 (285)• 

川原石を方形に組んで、各部材の内側を木杭（写

真22)で、外側を川原石で固定している。囲い

の形状は、土圧によりかなり変形したものと考

えられる。板材の上端は、 一部調査時の損傷も

あるが、板石の上端との高さがほぼ等しいこと

から、さほどの損壊は考えられない。南側の川

原石と板石の間には、半裁した曲物の底板 (W3)

が円弧を下側にして差し込まれ、一段低くなる

ことから、その間を水が溢れ出す構造を取ると

考えられる。

下部楠造は、上部構造の構築と土圧により損

壊が進んでいるが、 2段の曲物で構築されてい

る。上段の曲物 (W6)は、やや歪になっている

が、直径約6.5cm・ 高さ 15cmを測る。下段の曲

物は、 一部を除いて調査時での追存状態が良好

で、直径55cm• 高さ5cmを測る。

写真22 2007 -II区 1水溜め遣構細部（南から）

写真23 2007 -II区 1水溜め追構東側崩落石の状況

1水溜め遺横の東側には、崩壊した状況にあ

る人頭大の川原石に混じって木杭・板材が出土

した。本来の位置構造については不明であるが、
（東から）

一定の範囲に集中することから当追構に関連した構造物が西側から崩壊したものと考えられる。

遺物は、上部構造の埋積土や掘形埋土から弥生時代後期・奈良時代の追物群と共に、平安時代末～鎌

倉時代前期にかけての土師器皿・土釜、 瓦器椀．鉢 (63)・甕 (64)、須恵器捏鉢（邸）などが出土した。

このことから水溜め遺構は、谷地形に第3C陪が埋積する中で機能していたと考えられる。
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263・244区画溝（図29、写真図版16)

263・244区画溝は、 2007-II区F段に位置する。 263溝は、最大幅員0.70m ・ 深さ 0.20m • 検出延長

約 10.5mで、南北方向に走行する。遣物は、鎌倉時代の土師器皿 (55・56)・ 士釜・瓦器椀など90点が

出土した。244溝は、最大幅員0.60m・深さ0.15m・検出延長3.45mで、東西方向に走行する。遺物は、

瓦器椀など3点が出土した。両遺構の接する地点において、共に243土坑と重複する。 243土坑からは、

鎌倉時代の土師器皿4点・瓦器椀3点が出土した。

263溝と 244溝で、 屋敷地区画の二辺を形成するものと考えられる。この区画溝内には、 173・188建物

が位置し、検出において両者の追構埋土からかなりの量の鎌倉時代の追物157点 (173竪穴建物から63点、

188竪ノ1d墾物から94点）が出土した。この状況は、263溝の重複を含め多くの重複追構が存在したものの、

埋土が酷似したため屋敷地に伴う遣構の多くが認識できなかったものである。

265・ 275区画溝

265• 275区画溝は、 2007-II区D段に位置する。 265溝は、最大幅員0.45m・深さ0.05m・ 検出延長

約5.3mで、東西方向に走行する。追物は、出土していない。275溝は、最大幅員0.45m・深さ 0.20m・

検出延長約5.0mで、南北方向に走行する。追物は、出土していない。両追構の接する地点は、調査区

東壁側溝の掘削に伴って不明となった。

265溝と 275溝で、屋敷地区画の二辺を形成するものと考えられる。この区画内の遺構は、 275溝に近

い側に柱穴 ・土坑などが遺存するものの、多くが後世の削平により無くなった状況にある。

3 6 1溝状迫構（医29、写真図版16)

361溝状遺構は、2007-II区D段の南西隅に位置する。幅員約l.O~ l.90m・深さ約0.40m・検出延

長7.50mで、肩部は歪な形状を呈する。基底部は、 二段落ちとなる。遺物は、奈良時代の土師器・須恵

器と共に、 土師器皿 (57)・土釜 ・瓦器椀 (58)・常滑焼甕など43点が出土した。

鎌倉時代の耕作跡 (ffi乍に伴う;J雑輝伶（写真図版7)

耕作跡は、2007-II区C段の南西隅に位置する。幅員約0.20 ,.._, 0. 30m • 深さ約0.03~ 0. 05mのI」荘髯を

10条前後検出したが、重複が著しく正確な幅員は不明確である。;J淵群の埋土は、第3層系の堆積層が

埋積している。小溝群は、北ー南方向にほぼ平行に認められ、N-6°-E⑱E標北に対しての振れ）

の走向を示す。通称、応其条里の地割が真北を向くことから、調査で検出した小溝群はやや異なる走向

を示しているものと考えられる。小溝群は、細片化した僅かな出土遺物と層序の関係から鎌倉時代に帰

属するものと考えられる。

2007 -II区A・ B段谷地形堆精層（図21・

31~33、写真24、表 3、写真図版8• 12・18 ~ 

22) 

II区南東側の吉原川（開析谷）へ落ちるII区A・

B段谷地形の斜面に埋った堆積層から層位的に

区別の可能な大触の遮物が出土した。出土造物

の一部は、谷地形の掘削を急いだことにより層

位的な資料に成り得ていないが、基本的に第3

c層 • 第4a層には平安時代末～鎌倉時代までの

遺物、第4 b層 • 第4 C層には奈良時代までの
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写真242007 -II区開析谷（南南西から）







2007 -II区c段緩傾斜地面堆積層（図20)

2007調査区のC段は、西側から東側方向に緩やか傾斜をもって谷地形に落ちていく。第3層は、C

段の東端縁辺部に存在するのみで、堆積層の主体は第4a層～第4d層の堆積土である。第4層系は、

10YR5 /2 ,...__, 4 /2灰黄褐色を基調とする粗砂礫混細砂・シルトである。追梢の多くは、第4層系堆積層

下面にある。堆積層の掘削においては、第3層と第4層を区別できていない。II区C段からの出土遺物は、

576点中297点 (51.6%)が奈良時代の遺物が占める。次いで、 弥生時代後期後半～終末期93点 (16.1%) 

となる。

2007 -II区D段緩｛頃斜地面堆積層（図22)

2007調査区のD段は、北西側から南東側方向に向かって谷地形に落ちていく。基本的には、第3層が

D段の一部の範囲に追存するが、図示した断面土層図の範囲では第4層のみとなる。 C段同様に追構の

大半は、第4図下面に存在する。Il区D段からの出士遺物は、 363点中 141点 (38.8%)が平安時代末か

ら鎌倉時代の遺物が占める。次いで、奈良時代の遺物100点 (27.5%)、弥生時代後期後半～終末期92

点 (25.3%)となる。 .. ~ - -•- --―̀  

2001 -n区173竪穴建物の焼粘土他（写真25、

写真図版4)

今後の分析に資するため、 2007-JI区173竪

穴建物の高床部の構築に供した焼粘土の貼り土・

粘土焼土塊．鋳造瑣構の可能性のある焼成粘土

塊 ・炭化材、 II区188竪穴建物に伴う焼士遺構

の一部を土ごと切り取って持ち帰っている。

整理業務の中で行えなかったが、今後、焼粘

士の貼り土などの被熱温度や粘土の構成物質の

分析を経て、火熱を被けた焼土か単なる赤色化

した粘土なのかを検討する必要もある。

また、 173竪穴建物の構造部材の樹種同定を通

して、 当時の自然環境と採用部材との関係を探

る手掛かりとしたい。

基盤を構成する粗砂礫層（写真26)

今回の調査で最も安定した基盤は、 lOYI祐/6

~6/8明黄褐色シルトで構成されるが、段丘上

特有の基盤層の形成を呈するため、何れの地区

においても遺栴面を構成する基盤層内に自然礫

が包含される粗砂礫層が形成されている。その

ため、自然礫と礫石器・石製品との区別を困難

なものにする場合がある。

写真25 2007-Il区 173竪穴建物の焼成粘土の取上げ

（北四から）

なお、遺物洗浄作業によって得られた自然礫の大半は、基盤層に包含される粗砂礫が成因となるが、

量の多い順からチャート系・頁岩 • 砂岩 ・ 泥岩・粘板岩 ・長石 ・ 石英• その他不明となる。これらは和

泉層群の構成を示すものと思われる。
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2ピット状遺構

規模は0.22X 0.2m・残存の深さは0.08mである。埋土は、単層で10YR5/4にぶい黄褐色粗砂混

細砂である。追物は出土していない。

3ピット状迫構

0. 37 m X 0. 36 m以上 ・残存の深さは0.08mである。埋土は、単層で10YR5/6黄褐色細砂である。

遺物は出土していない。

4ピット状軒曹

遺構3と同規模である。直径0.37m以上X0.35 m・検出の深さ 0.07mで、埋土は単層で2.5Y6/4

にぶい黄色粗砂混細砂である。遺物は出土していない。

5ピ゚ット状造構

0.47m以上X0.38m・残存の深さ0.14mである。埋士は、 2岡に分層でき、上層 10YR5/4にぶい

黄褐色粗砂混細砂、下層は10YR6/2灰黄褐色粗砂混細砂に10YR6/6明黄褐色極細砂ブロックを40%

含む。遺物は、上層から奈良時代の可能性のある土師器坪1点のみが出士した。

6士坑状遺構

0. 58 mX  0. 54 m・残存の深さ0.15mで、ほぼ円形状を呈する。埋土は2層に分層でき、上層は2.5Y5

/3黄褐色、下層は2.5Y5/2暗灰黄色で、土質は共に粗砂混細砂である。遺物は出土していない。

7ピッ ト状遺構

迫構2と同規模である。残存の深さ 0.16mである。埋土は2層に分層できる。上層は2.5Y5/2暗灰

黄色、下層は5Y5/l灰色で、土質は共に粗砂混細砂～中砂である。追物は出土していない。

8ピット状遺構

0. 16 m X 0. 14 mの椀伏の小穴である。遺物は出土していない。

谷地形（図24、写真27)

谷地形は、東側に落ち込む2段の肩部法面を

検出した。埋土は、断面土層図に示した第5層

～第10層を検出した。この中で第5層～第9層

を上層、第10層を下層として遺物の取り上げを

行った。上層からは奈良時代の須恵器坪身・坪蓋・

皿、鎌倉時代の土師器皿・瓦器・瓦質播鉢が出

土した。下層からは、細片化した弥生時代後期

後半の土器、奈良時代の須恵器甕が出土しt;:.,

〈2009-II 区〉（図 23•24、写真図版12)

~ ' 

写真勿 2009-I区調査区北壁断面土阿（南から）

基本層序は、 2009-I区と同様で、第3層は調査区の中で僅かに遺存するだけである。遺構検出状況

もI区と同様に、低位段丘上で土坑状遺構、ヒ ッ゚ト状遺構、溝状遺構などを検出し、東側は谷地形となる。

遺構検出面の標高は、T.P.=約89.0mである。

, l::゚ット状逍構

0. 32 m X 0. 17 m以上 ・残存の深さ0.10mである。埋土は、単層で10YR4/4褐色細砂に炭化物粒を

微量に含む。遺物は出土していない。
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1 0溝状遺構

2009 -III区から続く逍構（遺構15)と考えられる。遺物は、奈良時代の須恵器、鎌倉時代の瓦器など

が出土した。追構の詳細は迫構15で記述する。

1 1ピット状造構

規模は0.25 m X 0. 24 m・残存の深さ 0.06mである。埋士は、単層でlOYRS/4にぶい黄褐色細砂に

炭化物粒を含む。遺物は出士していない。

1 2土坑状遮構

規模は0.86mX0. 74mで、南北方向に長い楕円形状を呈する。肩部法面は緩やかに落ち込み、中央

で最も深い。残存の深さは中央部分で0.2mを測る。埋士は、 10YR4/3褐色細砂に5~15cm大の礫を

多く含む。追物は出土していない。

1 3土坑状遺構

遺構12に隣接して検出した。長軸l.34m・短軸0.62m・ 検出の深さ 0.04~0.06 mと非常に浅く、

隅円長方形状を呈する。埋土は、造構12に同じ単層である。道物は出土していない。

14ピッ ト状遺構

規模は0.40 m X 0. 34 m・ 検出の深さ 0.24mである。埋土は2層に分層でき、上層は10YR4/2灰黄

褐色細礫混粗砂である。径2cm以下の炭化物を微最に含む。下層は10YR3/2黒褐色細礫混粗砂で、炭

化物を少量含む。遺物は出土していない。

谷地形

2009 -I区の続きとして、 2段の肩部の落ち込みを検出した。上層からは奈良時代の須恵器坪蓋、鎌

倉時代の士師器皿・青磁碗・瀬戸天目茶碗などが出土し、下層からは奈良時代の土師器皿・坪 ・甕、須

恵器壺、鎌倉時代の土師器皿・瓦器椀が出土した。

〈2009 一皿区〉（図 23•24、写真28、写真図版12)

包含層は雨水排水管などの埋設などのため撹乱され、確認できなかった。従って、恐構は基盤層上面

で検出し、標高はT.P. =88. 80 mを測る。検出した迎構には、溝状避構・士坑がある。

1 5溝状迪椙（写真28)

2009 -II区で検出した遺構10と同一遺構と考

えられる。 2009-ill区では調査区の北端から南

端にほぼ直線的に延びるが、 11区では西に曲が

るものと考えられる。幅員約 2. 0m • 深さ約0.9

m• 検出延長約6.0mである。埋土は、断面土

層図に示したように3層に分層でき、レンズ状

堆稼を呈する。

遺物は、細片化及び磨滅の著しい奈良時代の

土師器坪・皿 ・甕 ・製塩土器、須恵器坪 ．皿 ・

蓋・壺、鎌倉時代の土師器皿・ 土師質羽釜・瓦

器椀・常滑焼甕など734点が出土した。上層 (A

層）、中層 (B層）、下屈 (C層）の全ての埋土

・;, 

芦 差―, ·~·,:,-,, 1 • 
- i 

,... 

写真282000-m区遺構15調査区北壁断面土層（南から）
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図34 応其条里と発掘調査位置1(約1:12000)
（「官省符荘（上方）現況図l」2003年作成地圏に加筆）
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写真図版

2007-II区 173竪穴建物掘削状況（北から）



写真図版1 I日高野口町・橋本市
応其条里周辺の航空写真（昭和23年）
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写真図版2

2007-I・II区 航空写真（デジタルモザイク写真）
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1 2007-II区調査地全景航空写真（北側上空から）

＼翌：:;! 
2 2007-II区調査地全景航空写真（西側真上から）

3 2007-II区調査地全最（北から）
匹、一 、

4 2007-11区 調査地全最（南から）



1 2007-II区E・F段 173竪穴建物焼失状況
（北から）

2 2007-II区E・F段 173竪穴建物建築部材
倒壊炭化状況（東から）
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3 2007-11区E・F段 173竪穴建物北側高床部焼成粘土
貼り土状況（南から）
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5 2007-II区E・F段 173竪穴建物南側高床部焼成粘土
検出状況（北北東から）
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173竪穴建物北側高床部焼成粘土
貼り土断面土層（東から）

6 2007-II区E・F段 173竪穴建物北端壁面焼成粘土
貼り土状況（西南ら）

7 2007-Il区E・F段 173竪穴建物南側高床部
下部焼成粘土塊検出状況（北北東から）

8 2007-II区E・F段 173竪穴建物南端壁面焼成粘土
貼り士断面土屑（東から）
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1 2007-II区E段・F段遺柄検出状況（北から） 2 2007-II 区E段•F段 173竪穴建物掘削状況（北から）
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貼り土検出状況（東から）

4 2007-II区E段・F段 173竪穴建物焼成粘土塊
検出状況（北から）
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（北から）
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焼土追構（北から）

7 2007-II区F段 186・187土坑（西から）
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8 2007-II区F段 186土坑南北断面土層（西から）



1 2007-II区F段 188竪穴建物（西から）
2 2007-Il区F段 188竪穴建物北西隅貯蔵穴

迫物出土状況（東から）
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3 2007-Il区F段 188竪穴建物柱穴1柱材据付状況
（西から）
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4 2007-II区F段 188竪穴建物焼土迫構検出状況
（北から）

5 2007-II区F段 188竪穴建物柱穴5丸瓦出土状況
(188竪穴建物に先行する柱穴）（東から）

6 2007-II区F段 251土坑掘削状況
(188竪穴建物に先行する土坑）（東から）

7 2007-II区D段 300土坑遺物出土状況
（南東から）



1 2007-II区C段南西範囲遺構検出状況
（北から）

2 2001-n区c段南西範囲迪構掘削状況
（北から）
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3 2007-II区c段南西範囲掘立柱建物1
（北北東から）

4 2007-11区C段南西範囲鎌倉時代の耕作跡
（北から）

5 2007-Il区C段南西範囲 42士坑掘削状況
（北から）

6 2007-JI区C段南西範囲 12土坑南北断面士層
（西から）

7 2007-II区D段遺構検出状況（北東から） 8 2007-II区D段婚構掘削状況（北東から）



1 2007-II区A段・B段谷地形堆稼層掘削状況
（北北東から）

2 2007-Il区A段・B段谷地形法面堆積層断面士屑
（南南東から）
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3 2007-11区A段谷地形堆積層第4b層
造物出土状況（東から）

4 2007-II区A段 1水溜め迫構上部梢造と
石組み崩壊状況（南から）

5 2007-Il区A段 1水溜め遺構上部構造
（南から）

6 2007-II区A段 1水溜め遺構上部梢造
（北西から）
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~ -7 2007-II区A段 1水溜め遺構下部構造（東から） 8 2007-Il区A段 1水溜め遺構下部構造頃から）
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1 2007-1区調査地全景航空写真（北側上空から）

2 2007-I区調査地全景航空写真（西側真上から）

3 2007-I区調査地全最（北北東から） 4 2007-I区 遺構検出状況全呆（北北東から）
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5 2007-I区F段士坑群（西から）
6 2007-I区F段柱穴列1495柱穴台石出土状況

（東から）

7 2007-I区F段 454士坑（北東から） 8 2007-I区F段 455土坑（北北東から）



1 2007-I区F段 473土坑（北から） 2 2007-I区F段 490土坑（北西から）
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3 2007-1区F段 517土坑（北西から） 4 2007-I区F段 521土坑（北から）

5 2007-I区F段 527土坑（南西から） 6 2007-I区F段 537土坑（西から）

7 2007-1区F段 542土坑（北西から） 8 2007-I区F段 555土坑（東から）
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2 2009-I区調杏地全最（東から）

5 2009-ll区調査地全景（北東から）
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70 ~ 73・75・78・196 ~ 208: 谷地形堆積陪第4a庖下部

70 ~ 73・75: 図31に対応、78:図 32に対応
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209・210・212・213・217・223・225 ~ 229 : 谷地形堆積恩第4a恩上部
211・214 ~ 216・218 ~ 222・224 : 谷地形堆租屈第4a屈
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82 ~ 88・90・91・94 ~ 96・97・99・101 ~ 104・230 ~ 235・237・238 ~ 240 : 谷地形堆精屈第4a屈
236: 谷地形堆積層第4a暦上部
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82 ~ 88・90・91・94 ~ 96 : 図32に対応
97・99・101~ 104: 図33に対応
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108・241・242 : 谷地形堆積屈第4蜀、 92·93 · 89·98·100•249 : 谷地形堆積屈第3c屈、 105・
106・250:B段遺物包含彫第3c屈、 248:谷地形試掘lグリッド、 243:C段遣物包含屈第4屈、
244~247: C段逍物包含庖第3恩
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92 • 93 • 98 : 図 32に対応
100・105・106 : 囮 33に対応
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8• 9: 173竪穴建物、 25:188竪穴建物、 Wl:1#戸状落ち
280・283:P段遺物包含恩第3層系下部、 281:D段遺物包含庖第3屈系、 282:P段263区画溝
284: B段谷地形第如肘、 285・W2~4・W6:1水溜め遺構、 W5:188竪穴建物柱穴1
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8 • 9: 図26に対応、25:図27に対応
Wl・W3・W4: 囮30に対応
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251・267 ~ 269 : 第2屈、 252・253・271~ 275・277・278 : 15溝状迫構、 254・257・263: 谷肩部第5
層、 255・256・258・259: 谷部上庖、 260:1落ち込み状逍構、 261・264:谷肝部第4屈、262・265:
谷部下肪、 266・270:谷部第3庖、 276:16土坑状遺構
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付図 2007• 2009神野々 l遺跡遺構全体平面図
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